
                       　　　　　　　　　　　　　　

自

至

令和　7年　４月　１日

令和　7年　９月３０日

令　和　7　年　度

印旛広域水道用水供給事業

上 半 期 事 業 概 要 報 告 書



対前年度増減比
(%)

一.　　令和７年度上半期の事業概要

１.　事 業 の 概 要

上半期の用水供給量は、11,426,737㎥（一日平均62,441㎥)で前年度同期の用水供給量11,302,273㎥（一日

平均61,761㎥)との比較では、124,464㎥（対前年度比1.10％）の増となっております。

　契約状況については、委託業務について、勝田川・高崎川水管橋上部工修繕工事に係る実施設計業務委託等の18件

区　　分 令和７年度上半期(㎥) 令和６年度上半期(㎥) 増 減 (㎥)

を締結しました。

　なお、本年度上半期の業務量は、次のとおりです。

取 　水　 量 11,935,130 11,800,840 134,290 1.14

送　 水 　量 11,432,227 11,307,763 124,464 1.10

有   収   水   量 11,426,737 11,302,273 124,464 1.10

２.　経 理 の 状 況

収益的収支については、事業収益1,982,842,360円（消費税及び地方消費税込み）に対し、事業費用は、

1,822,030,088円（消費税及び地方消費税込み）となりました。

事 業 収 益 の 内 訳 は 、 営 業 収 益 が 1,905,341,671 円 、 営 業 外 収 益 が 77,500,689 円 と な っ て い ま す 。

また、事業費用の内訳は、営業費用が1,808,219,442円、営業外費用が13,810,646円となりました。

資本的収入の内訳は、全額が出資金となり、資本的支出の内訳は、新設工事費が1,653,600円、建設改良

費が17,274,145円、企業債償還金が121,698,710円、年賦償還金が6,947,779円、投資が200,000,000円となってい

ます。

なお、前年度同期の事業収益 1,984,344,430円との比較では 1,502,070円（対前年度同期比 0.1％）の

減収となり、また、前年度同期の事業費用 1,811,681,681円との比較では 10,348,407円（対前年度同期比

0.6％）の増額となっています。

一方、資本的収支については、資本的収入額2,328,000円に対し、資本的支出額は347,574,234円となりま

した。
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　収　入　　　　　　　                 　 　（単位：円）

予算対比(％)
（Ｂ）/（Ａ）×100

事 業 収 益 49.3

　  営業収益 49.8

　  営業外収益 39.9

　支　出　　　　　                 　　　　 （単位：円）

予算対比(％)
（Ｂ）/（Ａ）×100

事 業 費 用 46.2

　  営業費用 46.4

　  営業外費用 51.4

　  特別損失 0.0

　  予備費 0.0

　収　入　　　　　　　                 　 　（単位：円）

予算残額 予算対比(％)

当初予算額
法第26条の規定によ
る繰越額に係る財源
充当額

継続費逓次繰越額
に係る財源充当額

合計
（Ａ）－（Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）×100

資 本 的 収 入 708,617,000 0 0 708,617,000 2,328,000 706,289,000 0.3

　 企業債 234,500,000 0 0 234,500,000 0 234,500,000 0.0

　 国庫補助金 234,666,000 0 0 234,666,000 0 234,666,000 0.0

　 出資金 239,451,000 0 0 239,451,000 2,328,000 237,123,000 1.0

　支　出　　　　　                 　　　　 （単位：円）

予算残額 予算対比(％)

当初予算額
法第26条の規定に
よる繰越額

継続費逓次繰越額 合計
（Ａ）－（Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）×100

資 本 的 支 出 1,985,408,000 0 120,102,948 2,105,510,948 347,574,234 1,757,936,714 16.5

　 新設工事費 723,222,000 0 120,102,948 843,324,948 1,653,600 841,671,348 0.2

　 建設改良費 777,309,000 0 0 777,309,000 17,274,145 760,034,855 2.2

　 企業債償還金 244,189,000 0 0 244,189,000 121,698,710 122,490,290 49.8

　 年賦償還金 13,956,000 0 0 13,956,000 6,947,779 7,008,221 49.8

　   国庫補助金返還金 16,732,000 0 0 16,732,000 0 16,732,000 0.0

　 投資 200,000,000 0 0 200,000,000 200,000,000 0 100.0

　 予備費 10,000,000 0 0 10,000,000 0 10,000,000 0.0

13,047,35426,858,000

区　　　分

予算額（Ａ）

上半期執行額（Ｂ）

10,000,000

（２）　資本的収入及び支出（消費税及び地方消費税込み）

区　　　分

予算額（Ａ）

上半期執行額（Ｂ）

10,000,000 0

13,810,646

9,619,000 0 9,619,000

116,708,311194,209,000 77,500,689

2,124,399,912

2,091,733,558

3,946,430,000

3,899,953,000

予算残額
（Ａ）－（Ｂ）

（１）　収益的収入及び支出（消費税及び地方消費税込み）

区　　　分 予算額（Ａ） 上半期執行額（Ｂ）
予算残額

（Ａ）－（Ｂ）

1,982,842,360 2,039,963,640

1,923,255,329

4,022,806,000

3,828,597,000 1,905,341,671

区　　　分 上半期執行額（Ｂ）予算額（Ａ）

1,822,030,088

1,808,219,442
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※「予算内訳表・契約台帳(総務班作成)」から確認、当該年度上半期の契約ベースで記載。

※新設工事があれば、(1)新設工事の概況、(2)改良工事の概況、(3)保存工事の概況とする。

※撤去工事は、新設工事でも改良工事でも保存工事でもないため、記載しない。

３.　工　事

（１）　新設工事の概況

（２）　改良工事の概況

契　  約 完 成（予 工　事
金額(円) 定)年月日 番　号

１. 小橋川水管橋耐震補強工 １式

２. 落橋防止装置設置工 １式

３. 土工・舗装工 １式

４. 付属施設工 １式

５. 仮設工 １式

６. 空気弁・補修弁更新工 １式

（３）　保存工事の概況

契　  約 完 成（予 工　事
金額(円) 定)年月日 番　号

１. 流量調節弁制御装置部品交換工 １台

２. 流量調節弁バルブギア部部品交換工 １台

３. バルブギア部及び制御部点検工 ６台

４. 試験調整工 １式

５. バルブ外面塗装工 １台

印修令７
第 １ 号

酒々井町尾上供給
地点流量調節弁等
制御装置修繕工事

28,600,000

工  事  内  容

送改令７
第 １ 号

小橋川水管橋耐震
補強工事

76,670,000

着工年月日

令和7.6.6

なし

（令和8.3.13）

工事名

工事名 工  事  内  容 着工年月日

令和7.8.6 （令和8.3.13）
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(単位:円)

１  営 業 収 益

1,732,128,818 1,732,128,818

２  営 業 費 用

1,217,063,052

69,535,285

46,926,099

349,992,432 1,683,516,868

48,611,950

３  営 業 外 収 益

806,000

286,000

76,111,796

277,366 77,481,162

４  営 業 外 費 用

13,810,646 13,810,646 63,670,516

112,282,466

112,282,466

24,270,117

136,552,583

送 水 費

総 係 費

二.　　損 益 計 算 書 （消費税及び地方消費税抜き表示）

(令和７年４月１日から令和７年９月30日まで)

（１）

（１）

給 水 収 益

原 水 及 び 浄 水 費

（２）

（３）

（１）

減 価 償 却 費

経 常 利 益

受取利息及び配当金

（４）

当期未処分利益剰余金

長 期 前 受 金 戻 入

支 払 利 息（１）

（２）

（３）

営 業 利 益

他 会 計 補 助 金

当 期 純 利 益

（４） 雑 収 益

前年度繰越利益剰余金
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(単位:円)

資　産　の　部

１  固  定  資  産

300,735,514

299,124,038

減価償却累計額 △ 185,156,296 113,967,742

15,474,978,393

減価償却累計額 △ 10,590,446,530 4,884,531,863

3,890,709,390

減価償却累計額 △ 2,793,297,806 1,097,411,584

5,428,980

減価償却累計額 △ 3,434,677 1,994,303

988,558,280

7,387,199,286

11,090,339,387

547,100

その他無形固定資産  402,305

11,091,288,792

600,000,000

前払退職手当負担金 119,376,591

719,376,591

19,197,864,669

２  流  動  資  産

4,753,321,133

315,047,558

2,461,310

85,827,900

124,891,370

流  動  資  産  合  計 5,281,549,271

資 　   産  　 合　   計 24,479,413,940

未    収    金 

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

貯　　蔵　　品 

現  金  預  金

前　　払　　金

そ の 他 流 動 資 産

ロ．

投資その他の資産合計

固 定 資 産 合 計

イ． 投 資 有 価 証 券

無 形 固 定 資 産 合 計

（３） 投 資 そ の 他 の 資 産

ハ．

ロ． 電 話 加 入 権

有 形 固 定 資 産 合 計

（２） 無 形 固 定 資 産

イ． ダ ム 使 用 権

ホ． 工具器具及び備品

ヘ． 建 設 仮 勘 定

ハ． 構 築 物

ニ． 機 械 及 び 装 置

イ． 土 地

三.　　貸 借 対 照 表 （消費税及び地方消費税抜き表示）

(令和７年９月30日)

（１） 有 形 固 定 資 産

ロ． 建 物
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負　債　の　部

３  固  定  負  債

2,363,042,829

2,363,042,829

88,914,923

2,451,957,752

４  流  動  負  債

122,489,619

122,489,619

7,007,244

3,633,630

3,633,630

173,240,234

306,370,727

５ 繰　延　収　益

10,465,016,971

4,459,760,248

7,218,088,727

資　本　の　部

６  資　　本　　金 14,899,665,348

７  剰　　余　　金

182,318,901

444,289,033

626,607,934

1,350,004,913

385,047,018

1,735,051,931

2,361,659,865

17,261,325,213

24,479,413,940

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

イ． 減 債 積 立 金

ロ． 当年度未処分利益剰余金

利 益 剰 余 金 合 計

負 債 ・ 資 本 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

（１） 資 本 剰 余 金

イ． 国 庫 補 助 金

（２） 利 益 剰 余 金

ロ． そ の 他 資 本 剰 余 金

負 債 合 計

（２） 長期前受金収益化累計額

（１） 長 期 前 受 金

△ 6,005,256,723

繰 延 収 益 合 計

流 動 負 債 合 計

未 払 金 合 計

（２） 年 賦 未 払 金

（４） そ の 他 流 動 負 債

（３） 未 払 金

イ． 建 設 工 事 未 払 金

イ． 建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

企 業 債 合 計

固 定 負 債 合 計

（１） 企 業 債

（２） 年 賦 未 払 金

企 業 債

イ． 建 設 改 良 費 等 の 財 源 に
充 て る た め の 企 業 債

（１）

企 業 債 合 計
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Ⅰ 重要な会計方針

1 たな卸資産の評価基準及び評価方法

・貯蔵品　先入先出法による原価法

2 固定資産の減価償却の方法

（１） 有形固定資産

・定額法

・主な耐用年数

　建物：６５年、構築物：４０年、機械及び装置：１５年、器具及び備品：５～１５年

（２） 無形固定資産

・定額法

3 引当金の計上基準

（１） 退職手当給付引当金

当年度末における職員に対する退職手当の要支給額と千葉県市町村総合事務組合への積立額を比較し

たところ、積立額が要支給額を超える負担額となっており、前払費用として前払退職手当負担金を計上している。

4 消費税の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。

Ⅱ 貸借対照表

1 賞与引当金及び法定福利費引当金の取崩し

令和７年度において、期末手当、勤勉手当の支給及びそれらの法定福利費を支出するため、14,708千円

を取り崩している。

注　　記　　表
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１.　決 算 の 概 要

（１）業務

（２）創設事業

収益的収入及び支出

収入 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 予算額に比べ決算額の増減

事業収益 3,991,498,000 3,976,915,791 △ 14,582,209

　営業収益 3,832,639,000 3,818,838,760 △ 13,800,240

　営業外収益 158,859,000 158,077,031 △ 781,969

支出 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 不用額

事業費用 4,024,755,000 3,886,632,008 138,122,992

　営業費用 3,961,936,000 3,833,811,213 128,124,787

　営業外費用 42,265,000 42,262,773 2,227

  特別損失 10,560,000 10,558,022 1,978

　予備費 9,994,000 0 9,994,000

資本的収入及び支出

収入 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 予算額に比べ決算額の増減

資本的収入 547,337,000 519,437,000 △ 27,900,000

　企業債 179,100,000 151,200,000 △ 27,900,000

　国庫補助金 181,819,000 181,819,000 0

　出資金 186,418,000 186,418,000 0

支出 　（単位：円）

区　　　分 予算額 決算額 翌年度繰越額 不用額

資本的支出 1,359,183,286 1,226,027,807 120,102,948 13,052,531

　新設工事費 709,693,286 589,590,338 120,102,948 0

　建設改良費 172,743,000 169,692,589 0 3,050,411

　企業債償還金 248,495,000 248,494,435 0 565

  国庫補助金返還金 4,532,000 4,531,269 0 731

　予備費 10,000,000 0 0 10,000,000

　年賦償還金 13,720,000 13,719,176 0 824

　投資 200,000,000 200,000,000 0 0

（３）経理状況（消費税及び地方消費税込み表示）

四.　　令和６年度決算の状況

令和６年度の用水供給水量は、 22,699,734㎥（一日平均 62,191㎥）であり、前年度に比べ

480,148㎥（2.16％）の増となりました。

　創設事業は、主に水源分担金として国土交通省施工の霞ヶ浦導水事業へ負担金を納付いたしました。
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